







The Concept for the Curriculum ofDewey School before Opening the School (1894・95)
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概要:本論の目的は，ジョン・デューイ (J.Dewey)が「デューイ・スクール (DeweySchool) J 
幣 l開設にあたって抱いていたカリキュラムの構想を検討し，その特色を明らかにすることであ
































































は「カリキュラムの過重 (over-burdenedof the 






する 15人委員会 (Committeeof Fifteen on 
Elementary Education) J は， 3つの小委員会に
分かれて活動した。その第2小委員会のテー
マは「初等教育における教科の相関について
(On the Correlation of Studies in Elementary 























(concentration) Jの概念を 9)，また， ドガ}・



















































































































そして， 1895年の 11月から 12月にかけて，

















































ある対象のエネルギー (energiesof an 
object)に過ぎない
“John Dewey to Clara 1. M託chel，"(1895. 11. 29)， 
より筆者が作成
まず，諸教科の一般的分類(General 
Classification of Studies)として，教科は次の 3
つの側面に分類される(表 1) 2 5)。
このような分類について記した後，デュー
イは， r諸教科の相関の哲学(ThePhi1osophy of 



















① 「科学 (science)J :用いられる素材ι
これらの素材が生み出され使いこなさ!
れる過程 (process)の学習











































(Literaωre) J， r言語 (Language)J， r社会学
















































































































































CIndividual Activity) Jと 「社会的活動 (SocialI 
Activity) Jの 2側面からカリキュラムが構想 !
されていることである。以前の手紙では，図 |













































































































































































































































































































について述べた『学校と社会J (The Schoo/ 
andSocieがにおいて次のように述べている。
私たちは，あらゆる側面が共に結び付き合う世










然的に相関する (Relatethe school ωlife，釦da11 
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